
 

 神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立二俣川高等学校長  

令和７年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果）  

 

 
視

点 

４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月18日実施） 

総合評価（ ３月 25日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 

教 育
課程 
学 習
指導 

①主体的に学ぶ
意欲を高め、基
礎学力の定着と
向上を図り、他
者と協働する力
や課題解決力を
身に付けさせ
る。 
②多様な学習機
会を提供し、看
護・福祉の専門
教育の充実を図
り、将来の職に
求められる資
質・能力を育
む。 
 

①・基礎学力の定着
と向上を図るために
ICTを利活用し主体的
な学びや探究的な学
びを柱に組織的に授
業改善に取り組む。
また普通科の学びで
は、２学年以降の学
習の充実に向け立
案・計画する。 
②外部機関と連携し
た学びや体験学習や
実習など多様な学習
機会を提供し、普通
科での取組と専門教
育の充実を図り、将
来の質の高い進路実
現を目指し学力の育
成を行う。 

①・主体的かつ探究的な学
びの視点を取り入れたテ
ーマで研究授業を実施
し、深い学びにつながる
ICT の効果的な利活用の方
法について実践事例を共
有し積極的に実践する。 
・相互授業見学と定期的な
教科会の実施により、授
業力の向上を図る。 
・朝学習の導入により、生
徒の基礎学力の定着と主
体的に学びに向かう姿勢
を強化する。 
②・各専門科で病院や施設
などの外部機関と連携
し、目標に沿った校外実
習や講演会を実施する。 
・多様な進路実現に向け将
来を見据えた科目選択が
できるよう支援する。 

①・教科会を柱に組織的に
授業改善に取り組めたか。 
・教員間で授業力の向上が
図れたか。また、生徒によ
る授業評価等の結果より、
授業改善が進んだか。 
・朝学習を組織的かつ計画
的に運用できたか。 
・授業見学の実施回数や見
学を通しての成果等をまと
め検証する。 
②・実施計画に基づき実施
し、成果を得られたか。 
・選択科目説明会やガイダ
ンスを実施し、生徒が進路
実現に向けた科目選択をす
ることができたか。 

①主体的かつ探究的な学び
の視点を取り入れた研究授
業は 12/18に英語・数学・
看護の教科で実施する。教
科会で内容等の協議を行
い、取組を進める。 
・職員相互の授業見学の期
間を設定し、見学と協議を
行った。第 1回の授業見学
では見学者が増加した 
・１学年の朝学習ではスタ
ディサプリを導入し、計画
的に課題を配信し、順調に
進めている。 
・第１回生徒による授業評
価では ICTの利活用に関す
る項目において評価３以上
が95％以上となった。 
②校外実習や講演会を予定
通り実施した。 
・進路実現に向けた科目選
択ができるよう、各学年で
説明会を実施した。 

①探究的な学びが成立する
ために、引き続き基礎学力
の向上を図る。教科の授業
で、探究的な学びの実践を
さらに進めることが課題で
ある。 
・「総合的な探究の時間」
では、学年を中心に計画的
に進めているが、組織的な
取組が課題である。 
・日ごろの授業見学におい
ても、探究的な学びの視点
を取り入れた実践事例につ
いて共有や協議を行い、知
見を広める体制を作る。 
②専門科では、引き続き外
部機関と連携し、校外実習
や講演会を実施する。 
・来年度の科目選択につい
ては、普通科をはじめ、多
様かつ複雑になる。選択パ
ターンのシミュレーション
を行い進路の支援をする。 

・ICTを活用した教育
は今後も必須であ
る。職員相互の授業
見学は職員のスキル
アップや職員間の連
携につながるので継
続するとよい。 
・探究的な学びを深
めるための朝学習は
組織的に行うことと
しており評価される
ので、今後も継続を
期待する。 
・外部機関との連携
の充実は今後も必要
である。今後も協力
をしていきたい。 
・生徒の基礎学力の
向上に継続的に取り
組んでおり評価でき
るが、アンケートが
毎回高評価で結果に
疑問も多少残る。 

①ICTの利活用を取り入れた主
体的かつ探究的な学びにつな
げる授業を目指し、研究授業
を行うことができた。研究協
議とその後の職員全体報告会
により、各授業における題材
や工夫及び課題を共有するこ
とができた。 
・生徒による授業評価等アン
ケートでは ICT の活用や協働
的な学びに関する項目をはじ
め学びに関する項目では約
95％の肯定的回答を得た。 
・朝学習ではスタディサプリ
の運用等により、基礎学力の
定着と学びに向かう姿勢を強
化することができた。 
②校外実習や講演会を通して
生徒の多様な学びの機会を作
ることができた。 
・将来の進路実現に向けた選
択科目説明会を実施し、生徒
に応じた科目決定を行った。 

①ICTの利活用や主体的かつ
探究的な学びの視点を取り入
れた研究授業では、来年度も
継続して行う。全職員で題材
の工夫や課題を共有し、今年
度と同様に共通テーマを設定
し教科会を柱に取り組む。 
・協働的な学びでは、グルー
プワーク等の効果的な活用に
ついて研究を深める。また、
教科横断的な視点を取り入れ
た題材の検討と共有を教科間
で連携をもち取り組む。 
・探究的な学びが深い学びに
つながるために、引き続き基
礎学力の定着と向上にむけ、
朝学習を組織的に行う。 
②普通科の生徒の多様な進路
の実現に向け選択科目等の、
時間割シミュレーションを緻
密に行う。併せて具体的な進
路実現に向けた選択科目のガ
イダンスを実施する。 

２ 

生 徒
指
導 ・
支援 

①部活動や行
事、日常的な生
活指導を通し
て、社会規範や
責任感・連帯感
を培い、自主自
律の姿勢を育
む。 
②組織的な教育
相談体制を確立
し、生徒一人ひ
とりの状況を把
握し心に寄り添
い、安全安心な
学校生活を確保
する。 
 

①・部活動や行事な
ど生徒主体の活動を
充実させ、生徒自ら
考え行動する力や協
働する力を育む。 
・日常的な生活指導
を通して、社会規範
を身に付けさせ自主
自律の姿勢を育む。 
②・ＳＣ・ＳＳＷ・
ＳＭ等や教育相談ｺｰ
ﾃﾞｨﾈｰﾀｰ、生活支援グ
ループを中心に生徒
支援できる組織的な
教育相談体制を確立
する。 
・また職員研修を行
い、職員のスキルの
向上を図る。 
 

①・委員会や学校行事にお
いて、計画・実施・評価を
生徒が主体的、協働的に活
動できるように支援する。
部活動では、目標を共有
し、日々の活動を充実さ
せ、その成果を大会や発表
会で示せるように支援す
る。 
・生徒の特徴や男女比など
に合った部活動の在り方に
ついて、顧問総会などで検
討し、部活動の精選と活性
化を図る。 
・頭髪服装指導、遅刻指
導、登下校指導等を職員全
体で行うことで生徒の規範
意識を高める。 
②組織的な教育相談体制を
構築することで円滑に生徒
の悩みを解決できるよう取
り組む。また、職員研修を
行い、多様な生徒の課題に
対応できるよう職員のスキ
ルの向上を図る。 

①・部活動の活動状況（人
数・日数・内容・大会参加
など）が活性化したか。 
・生徒 1 人ひとりが達成感
を持ち、部活動に参加でき
たか。 
・部活動加入率が、昨年度
より上がったか。 
・教員間で、部活動につい
ての情報交換や意見交換を
活発に行い、今後の部活動
の方向性について検討し、
実践につなげられたか。 
・頭髪服装指導、遅刻指導
の対象生徒数が減少した
か。交通安全指導を定期的
に実施したか。 
②円滑な情報共有により早
期に問題を抱える生徒へ必
要な支援を組織的に実施で
きたか。生徒対応に係る研
修を通して生徒対応にいか
すことができたか。 

①顧問総会を前期に３回実
施し、部活動についての情
報共有や課題の確認などを
行った。 
・ｆ高祭やスポーツ大会等
の行事では、生徒会本部や
委員会、部活動等の生徒主
体の活動の充実を図った。 
・頭髪指導については、指
導計画に沿い、これまでに
４回実施した。遅刻指導
は、各学年で担任と連携
し、指導を行った。 
・登下校指導では、４月に
通学路のマナー指導、10
月に自転車利用生徒対象の
交通安全指導を実施した。 
②学年会や生徒情報交換
会、サポートドック、ケー
ス会議等により情報共有及
び生徒への支援に努めた。
また、５月に全職員対象に
教育相談に関する研修をＳ
Ｃ・ＳＳＷを講師として実
施した。 

①・顧問総会を引き続き、
定期的に行い、部活動の課
題解決に向け取り組む。男
子の部活動の在り方や兼部
する生徒が多いことが課題
である。 
・今年度の部活動の加入率
は 55％である。加入率の向
上が課題である。 
・生活指導では、引き続き
計画的に実施し、成果と課
題について検討する。 
・全ての自転車利用生徒が
ヘルメットを着用できるよ
うな取組を検討し、計画・
実施する。 
②生徒への支援について
は、引き続き組織的に実施
し、関係機関との連携強化
に努める。 
・職員の教育相談・支援の
意識の醸成、スキルの向上
を図る研修の実施も課題で
ある。 

・普通科ができ男子
生徒の増加を見込ん
での部活動の在り方
を検討することは課
題意識としてもち、
時間をかけ分析を進
めるべきである。 
・主体性を引き出す
活動の取組は、とて
もよいと思う。 
・生徒の多様性・主
体性を尊重した指導
を今後もお願いした
い。 
・服装指導やヘルメ
ット着用、課題のあ
る生徒支援等多くの
課題があるが、改善
策に基づき、適切に
目標が達成できるよ
う期待する。 
・部活動への参加が
55％であることへの
支援策の検討を期待
したい。 

①・文化祭等の学校行事で
は、生徒会や委員会を中心に
生徒主体の活動ができ各種ア
ンケートでも約 90％の高評価
で生徒の達成感は得られた。 
・顧問総会を定期的に行い、
部活動の在り方や課題につい
て検討し、活動を活発化する
という視点で具体策を考えら
れたが、部活動加入率を上げ
ることや活動の活性化等が課
題である。 
・頭髪指導に関しては成果が
得られたが、服装指導に対し
ては課題があり更なる改善が
必要である。 
・今年度の新たな遅刻指導の
取組の結果、昨年より遅刻の
数を減少することができた。 
・自転車利用生徒のヘルメッ
ト着用については、着用率が
少ない。生徒の意識の醸成を
図る等改善が必要といえる。 
②課題のある生徒支援に向け
より良い組織的な教育相談体
制の構築が必要である。 

①・生徒の主体性を引き出
し、生徒の状況に合わせた行
事内容に修正していく。 
・定期的な顧問総会により、
生徒の実態に合った部活動と
なるように検討を継続する。 
・新入生歓迎会などを効果的
に行い、部活動の加入率の向
上に努める。 
・頭髪指導、遅刻指導に加
え、服装指導や自転車利用者
へのヘルメット着用率を高め
る指導を全職員で意識を持ち
行い改善へ繋げていく。 
②学年会の情報共有やサポー
トドックにより課題のある生
徒の早期発見が増えた。その
ため、教育相談ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰを中
心に SC や SSW、ｽｸｰﾙﾒﾝﾀｰ等と
連携して、組織的な支援体制
を更に確立する必要がある。
また、教育相談に関する職員
研修を行い、スキルの向上を
図り、学校全体で生徒の支援
をしていく必要がある。 

３ 

進 路
指
導 ・
支援 

①自らのキャリ
ア発達を意識で
きる３年間の進
路指導の充実を
図り、自己の希
望に即した進路
実現を図る。 
②「看護の心」
「福祉の心」
「奉仕の心」を
育み、看護・福

①普通科・専門科の
生徒の状況を把握
し、３年間を見通し
たキャリア教育を実
践し、自己の生き方
在り方を考えさせ
る。上級学校進学に
むけガイダンスの充
実を図り生徒一人ひ
とりの進路実現を支
援する。 

①・ガイダンス時における
進路別希望調査票で状況を
把握する。 
・講演会等の事前・事後学
習を通して、あきらめない
で可能性を信じられる心を
育てる。 
・各種ガイダンスやコン
ソーシアムを活用し、生
徒自身のキャリアデザイ
ンが描けるようにする。 

①・生徒の進路希望と開講
したガイダンスの整合性が
あるか。 
・夢は叶うという、信念を
持たせることができたか。 
・卒業生の話から、効果的
な学習スタイルを会得し、
それを実行することができ
たか。 
・主体的な取組みから将来
のキャリア形成を見通すこ

①予定したガイダンスは、
実施できたが、上級学校招
致に苦慮している。 
・卒業生による進学説明会
は、上級学校の実習との関
わりから招致が難しい。 
・模擬試験の日程では、マ
チコミを通して保護者に発
信しているが、受験者は僅
少であった。 

①１年生対象に行う講演会
の目的を伝え、本物に触
れ、長い人生に大きな影響
を与えることができる。 
・卒業生の話は生徒にとっ
て効果的であるが、６月の
実施は厳しい状況だが、来
年度は実施の予定である。 
・進路実績をふまえ、模擬
試験の校内斡旋・校内実施
について検討する。 

・「夢は叶う」とい
う信念を持たせるこ
とは大切な視点であ
り、「小さなことで
の成功」を積み重ね
ることの大切さを今
後とも指導すべきで
ある。 
・学科改編によりど
のくらい看護・福祉
へ進む学生がいるの

①予定したガイダンスは、実
施できたが、上級学校招致に
苦慮している。 
・卒業生による進学説明会
は、上級学校の実習との関わ
りから招致が難しい。 
・模擬試験の日程では、生徒
周知とともにマチコミを通し
て保護者に発信しているが、
受験者は僅少であった。 

①１年生対象に行う講演会の
目的を伝え、本物に触れ、長
い人生に大きな影響を与える
ことができる。この目的に合
った講演会の実現を目指す。 
・卒業生の話は生徒にとって
効果的である。招致の課題も
あるが来年度は６月末で実施
する。 
・進路実績をふまえ、令和９
年度の模擬試験の校内斡旋等

令和８年４月13日 
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４年間の目標 
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（３月18日実施） 
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祉等分野のよき
担い手として活
躍できる人材を
育てる。 
 

②将来ヒューマンサ
ービスを担う人材と
して、社会人基礎力
と看護・医療・福祉
等の分野を担う資
質・能力の育成を図
る。 
・校外実習や講演会
等をとおして3つの心
を育み、自ら「でき
ること」を考えさ
せ、互助の意識を醸
成する。 

・卒業生の話を聞くこと
で、押しつけではなく、
自分自身でやりたくなる
ような気持ちを育くむ。 
②各種行事等で、人と人と
が思いやりを持ち、お互い
を尊重する、誰もが大切に
したい「心」が育成できる
ようキャリアパスポートを
活用させる。 
③校外実習や講演会・ガイ
ダンスを行い、「互助の意
識」を醸成する。 
 

とができるようになった
か。 
・模試など主体的な学習状
況や受験スタイルと進路結
果。 
②インターンシップや仕事
の学び場、１日看護体験な
どへの参加状況。 
③コミュニティソーシャル
ワークの重要性を理解し、
取り組もうとする雰囲気が
醸成されているか。 

②１日看護体験に主体的に
参加した。 
・キャリアパスポートは、
生徒自身で記録、蓄積し、
キャリア形成に役立てよう
としている。 
・日本社会事業大学と高大
連携協定を締結した。 
③各種行事を通して、様々
な種類の上級学校の存在を
知ることができた。 
・共生への責任、多様性の
尊重を基盤に、一人ひとり
を思いやり尊重する必要性
を理解した。 

②普通科で、インターンシ
ップと仕事の学び場の効果
的な利用を検討する。 
・キャリアパスポートの内
容、活用については、今後
も検討し、改善していく。 
・他大学とも高大連携事業
を推進し、進路指導の充実
を図る。 
③「３つの心」の育成は、
いつでもどこでも実践でき
ることを伝え続けていく。 
・理論と実践を連携させ
て、よりよい地域社会を築
くためにできることを考え
させる。 

か気になる。生徒自
身がこうなりたいと
思える情報提供の場
や共有する機会を増
やしてほしい。 
・すべての目標につ
いて各種方策を重ね
達成できたことは評
価したい。 
・特に3つの心は、日
本赤十字社が行う看
護師養成事業・社会
福祉事業・医療事業
と共通する部分が多
い。今後も協力を継
続させていきたい。 

②１日看護体験に主体的に多
くの生徒が参加した。 
・キャリアパスポートは、生
徒自身で記録、蓄積し、キャ
リア形成に役立てようとして
いる。 
・日本社会事業大学と高大連
携協定を締結した。何ができ
るか、今後の連携について協
議を重ねていく。 
③各種行事を通して、様々な
種類の上級学校の存在を知る
ことができた。 
・共生への責任、多様性の尊
重を基盤に、一人ひとりを思
いやり尊重する必要性を理解
した。 

について検討を進める。 
②普通科で、インターンシッ
プと仕事の学び場の効果的な
利用を生徒へ促す。 
・キャリアパスポートの内容
を改善し、主体的に考える力
が育まれるよう助言する。 
・他大学とも高大連携事業を
推進し、効果的なガイダンス
を行うなど、更なる進路指導
の充実を図る。 
③「３つの心」の育成は、い
つでもどこでも実践できるこ
とを伝え続けていく。 
・理論と実践を連携させて、
よりよい地域社会を築くため
にできることを考えさせる。 

４ 

地 域
等 と
の 協
働 

①地域に親しま
れ信頼される学
校となるよう広
報活動に力を入
れ取り組み、地
域に開かれた学
校づくりを推進
する。 
②地域と連携し
た防災活動や地
域のイベントへ
の参加等を推進
し、生徒の社会
参画の意識を醸
成する。 

①本校の魅力・特色
を地域に発信し、信
頼される学校となる
ようＨＰやインスタ
グラム、学校案内等
の充実に取り組み、 
開かれた学校づくり
を推進する。 
②・生徒主体学校行
事や部活動・ボラン
ティア活動など小・
中学校や地域と連携
した活動を充実させ
る。 
・防災活動や交通安
全など地域や保護者
と連携した取組の推
進を図る。 
 

①３回の学校説明会や体験
授業では効果的に学校の
魅力や特色を伝えること
を目指し、時期に合わせ
て実施形態を工夫し企
画・立案・運営を行う。 
①オープンスクールでは地
域に開かれた学校作りを
目指し、昨年度の状況を
踏まえ課題の解決を図
り、企画・立案・運営を
行う。 
②・文化祭運営員会を中心
に、活発で内容の充実し
た文化祭を企画・運営
し、本校の魅力を地域の
皆様に発信する。 
・地域と連携して避難訓練
等防災活動を実施し防災
体制の整備を行い、生徒
の防災意識を高める。 
 

①学校の魅力や特色を効果
的に伝える広報活動や行事
を実施できたか。 
・地域と連携した活動の様
子を HP やインスタグラムで
発信し、学校の魅力を伝え
ることができたか。 
・アンケート結果等よりオ
ープンスクールが充実し実
践できたか。 
②・文化祭の開催をポスタ
ーやホームページなどで発
信できたか。 
・文化祭来校者人数が昨年
度より増えたか。 
・地域の皆様と共同で行う
防災活動に参加できたか。 

①オープンスクールは、保
護者43人、地域の方112人
の来校で成果となった。 
・学校説明会等、全職員で
分担して丁寧な広報活動を
行うことができている。ま
た、全職員による 110校の
中学校訪問を実施できた。 
・生徒の行事や部活動の様
子の紹介をインスタグラム
で発信でき、チラシとパン
フレットによる適切な情報
発信や、ＨＰにより常に最
新の情報を発信することが
できている。 
②・文化祭のポスター掲
示・配付を拡大し、1100
人を超える来校者であっ
た。 
・消防署と連携した防災避
難訓練や自治会等の防災訓
練への生徒参加ができた。 

①学校説明会等において引
き続き生徒による学校生活
の紹介等を行い、魅力や特
色の発信を行う。 
・ＨＰ等を活用し、第２・第
3 回の学校説明会の参加者の
増加に向けて、中学生等に
周知する。 
・チラシ。パンフレットは
次年度に向けて作成し、4 月
以降、早期の広報活動に役
立てる。 
・引き続き生徒の活動や日
常の様子をＨＰやインスタ
グラムで発信していく。 
・塾対象の説明会を開催
し、30 名ほどの参加者があ
り、本校の状況を知っても
らう良い機会となった。 
②・地域の防災活動への生
徒の参加等、今後も地域と
の連携を進めていく。 

・地域連携のための
防災活動への参加は
よい経験になる。そ
うした活動を生徒が
経験し、その中から
より一歩進めるアイ
デアを期待する。 
・消防署や地域の防
災訓練に参加できた
ことは大きな良いコ
ミュニケーションの
場になったのではな
いか。このような活
動を継続して取り入
れてほしい。 
・行事等を通して、
特色等を発信してい
る。今後も地域の
方々を一緒に魅力を
発信できるとよい。 

①校外での広報イベントでは
約 725 組、校内での広報イベ
ントでは 600 組を超える参加
者に本校の特色や取組み等へ
の理解を深めていただくこと
ができた。 
・学校説明会では生徒による
学校生活の紹介でより効果的
に学校の魅力や特色を伝える
ことができ、来場者アンケー
トからもとても好評を得た。 
・オープンスクールでは、ス
ムーズな運営を行うことがで
き、中学生と保護者の参加が
昨年度よりも大きく増えた。 
②文化祭やインスタグラム等
により、生徒の活動を発信で
きた。 
・部活動や防災活動を通じ
て、地域との連携が図れた。
今後も多様な地域活動へ参加
していく必要がある。 

①学科改編でスタートした普
通科の在校生の現状に合わせ
た新しい取組や福祉科の取組
等を踏まえて検証し、学校の
魅力や特色等を様々な機会や
媒体を通じて効果的に発信し
ていく。 
・令和９年度の生徒募集を鑑
み、今年度の取組を継承し、
さらに本校の魅力を伝えられ
る学校説明会や体験授業、オ
ープンスクールなどの企画・
立案を工夫する。また、生徒
主体の学校説明会や体験授業
等に取り組む。 
②学校行事や部活動、委員会
等生徒の活動を、積極的にホ
ームページ等で発信する。 
・文化祭等の行事や防災活動
において、自治会や近隣の
小・中学校等と協力し、交
流、連携を図る。 

５ 

学 校

管理 

学 校

運営 

①令和７年度か
らの学科改編に
伴い、看護・福
祉・普通科３科
の教育活動が充
実・発展するよ
う全職員で取り
組む。 
②情報管理を徹
底し、事故・不
祥事防止を徹底
する。 
③働き方改革を
進め風通しのよ
い職場づくりに
取り組む。 

①普通・福祉・看護
科の３科の活動が円
滑に進むよう全職員
で取り組むととも
に、令和９年度の普
通科・福祉科の学科
改編に係る諸課題の
解決に向けて組織的
に取り組む。 
②入学者選抜、成績
処理等では職員研修
や職員相互の声かけ
を行い、事故・不祥
事防止を徹底する。 
③職員が働きがいを
もち業務を遂行でき
るよう業務の精選等
を行う。働き方改革
に向け効率的な業務
の遂行に向けて職員
の意識の醸成を図
る。 

①普通・福祉・看護科の３
科の教育活動が円滑に進む
よう、教職員相互の情報共
有や会議・打ち合わせを的
確に行う。また「特色ある
普通科」としての在り方を
検討する。 
・普通科への学科改編に係
る諸課題及び駐輪場の工事
等を円滑に進めるため、教
職員と事務室と適切に連携
する。 
②事故・不祥事防止に向
け、校内巡回及び日々の声
かけを行う。また、適時職
員研修を実施する。 
③教職員の働き方改革への
意識を高め、教職員が働き
がいを持ち日々の業務に取
り組めるよう取り組む。業
務のマニュアル化やスクラ
ップ等の精選を進めるとと
もに、ICT を利活用し、効
率的で効果的な業務の推進
を図る。 

①教育活動にかかる各種ア
ンケートや生徒による授業
評価等から、教育活動を円
滑に進めることができた
か。 
・「特色ある普通科」とし
ての在り方を検討し次年度
に向けての取組を進めるこ
とができたか。 
・学科改編に係る諸課題解
決や工事等を円滑に進め、
生徒の満足度を高められた
か。 
②入学者選抜や成績処理等
事故・不祥事がゼロであっ
たか。 
・職員研修等を行い、職員
の意識を図れたか。 
③長時間勤務の是正等教職
員の働き方改革への意識の
醸成を図れたか。 
・業務の精選やICT化を進め
ることができたか。 

①新入生進路希望調査で
は、看護・医療系の進路希
望者が 6割程度であった。
昨年度の広報活動の効果が
みられた。 
・学年会やグループ等で、
「総合的な探究の時間」の
在り方について検討を重ね
た。 
・自習室・美術準備室・理
科室・トイレ・生徒駐輪
場・講堂通路用タープ・生
徒下駄箱等の整備をした。
看護科の物品等の整備も継
続して行っている。 
②入学者選抜や成績処理等
の事故・不祥事はない。職
員会議で管理職より不祥事
防止研修を実施した。 
③デジタル採点システムの
導入をはじめ ICTの利活用
を進め、業務の軽減の取組
を推進した。私費会計処理
等、業務アシスタントの活
用を進めた。 

①３年生の進路実績や模擬
試験等の結果を分析し、
「特色ある普通科」「専門
科としての福祉科」の進路
実現に向け取り組む。 
・「学校の魅力特色アンケ
ート」結果を通して、今後
の教育活動の課題を明確化
し、検討し充実・発展に向
け組織的に取り組む。 
・「医療理科」や看護の専
門科目等の実施に向け、
「指導と評価の計画等の作
成」やガイダンス・体験活
動等の計画を進める。 
②引き続き事故・不祥事防
止の意識の醸成と組織的な
取組の推進に取り組み、事
故・不祥事ゼロを目指す。 
・職員会議や会計担当者会
議の機会を利用して、管理
職から適時講話を行い適切
な会計処理を行う。 
③・デジタル採点システム
のさらなる普及を図る。 
・業務アシスタントの新た
な活用方法を模索する。 

・事故・不祥事防止
に向けた取組は行う
だけでなく継続して
行うことが大切であ
り、これまでの研修
内容等を分析し、組
織的な取組を行って
ほしい。過去には
「標語」を作ったこ
ともあった。 
・先生方の業務負担
を軽減することは、
さらに細やかな指導
につながると考える
ので引き続き働き方
改革に取り組んでほ
しい。 
・働き方改革は喫緊
の課題である。ICTの
活用や業務アシスタ
ントの活用、職員の
意識の醸成を推進す
るとともに県教委と
の連携を密にしなが
ら緊急の課題として
取り組まれることを
強く要望する。 

①全職員による 110 校の中学
校訪問や校内外での広報活動
や HP の更新等により、学科改
編として新しくスタートした
本校の特色等の最新の情報を
時期に合わせて発信すること
ができた。 
②毎月の職員会議で不祥事防
止会議を実施し、職員のコン
プライアンス意識を高めた。
また、県教委の研修ビデオを
活用し全職員がレポートを作
成し当事者意識の醸成をはか
ることができた。 
・業務の引継ぎを円滑に行
い、後任者へサポートを充実
させ、働き方改革を進めた。 
・学校・家庭間の連絡システ
ムとして、『Teams』及び『マ
チコミ』を使用してきたが、
『すぐーる』の導入を推進す
ることができた。 
③・私費会計業務を業務アシ
スタントが担当することで教
員の負担軽減につながった。
ICT サポーターの配置により
ICT業務が円滑に進んだ。 

①学科改編として新たにスタ
ートした本校の特色や新たな
取組等の発信を活動支援グル
ープとも連携し取り組む。 
②事故不祥事防止に向けて多
岐にわたるテーマで研修を継
続し、日常の注意を促してい
く。教員主体の研修の実施に
も取り組む。 
・新年度に向けて業務の円滑
な引継ぎを行う。ICT を活用
し、マニュアル作成等業務の
共有化を図る。 
・学校と家庭をつなぐ連絡シ
ステム『すぐーる』の円滑な
運用に向け、職員への周知を
徹底し、必要な環境整備を行
い、職員の負担軽減を行う。 
③教員の業務負担軽減に向け
て、業務アシスタントだけで
なく、ICTサポーターや業務サ
ポーターに移譲できる業務も
検討していく必要がある。 
・働きがいをもち意欲的に職
員が業務を遂行できるよう、
対話の場を作り風通しの良い
職場づくりに取り組む。 

 


